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第１回 松江市立地適正化計画検討委員会 議事録 

 

1 日時 平成29年12月13日（水）14時00分～ 

2 場所 研修室 

3 出席者 

（1） 委員：8名中、出席者7名(うち一人は代理出席) 

淺田純作委員、菊池慶之委員、井上和広委員、広野正充委員、矢田裕光委員、中西正昭委員、 

加村新治課長代理（和田昇司委員の代理として） 

（2）事務局 

（歴史まちづくり部）藤原部長、永田次長（都市政策課長）、都市政策課計画係 陶山主幹（係長）、 

立原専門企画員他 2名 

4 次第 

・開会 

・議事 

・松江市都市計画マスタープランについて 

・立地適正化計画制度の概要 

・計画策定の進め方 

・松江市の現状について 

・その他 

・閉会 

 

<配布資料> 

議事次第 

資料1  都市計画マスタープランの構成（案） 

資料2  立地適正化計画制度の概要 

資料3  松江市立地適正化計画の検討体制 

資料4  松江市の現状資料データ 

参考資料 現在の土地利用規制現況図・松江市都市計画総括図 

 

5 議事等の要旨 

・議案の検討 

議題について事務局からの説明の後、各委員会から意見を聴取した。 

6 傍聴者数 0名 

7 所管課 松江市歴史まちづくり部都市政策課（電話0852-55-5373） 
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第1回 松江市立地適正化計画検討委員会 議事録 

発言者 議   事 

 

 

陶山主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

淺田委員 

 

陶山主幹 

 

 

井上委員 

 

陶山主幹 

 

 

菊池委員 

 

陶山委員 

 

 

中西委員 

 

陶山主幹 

 

 

広野委員 

 

陶山主幹 

（14時00分、開会） 

 

それでは定刻となりましたので、これより第 1 回松江市都市計画審議会立地

適正化計画検討委員会を開催させていただきます。私は、本日の進行を務めさ

せていただきます、都市政策課で計画係長をしております陶山と申します。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

まず今回は、本委員会を設置して初めての会合になります。本日出席いただ

いております皆様をお手元に配布しております名簿の順に紹介させていただき

ます。 

まず松江工業高等専門学校 環境・建設工学科教授 淺田純作（あさだ じ

ゅんさく） 委員でございます。 

 

淺田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

一畑バス株式会社 乗合部 次長 井上和広（いのうえ かずひろ）委員でご

ざいます。 

 

井上でございます。よろしくお願いします。 

 

島根大学 法文学部社会文化学科 准教授 菊池慶之（きくち よしゆき） 

委員でございます。 

 

菊池と申します。どうぞよろしくお願いします。 

 

松江市町内会・自治会連合会 城東地区町内会・自治会連合会会長 中西正

昭（なかにし まさあき）委員でございます。 

 

中西でございます。よろしくお願いします。 

 

松江市身障者福祉協会 会長 広野正充（ひろの まさみつ）委員でございま

す。 

 

広野でございます。よろしくお願いします。 

 

松江商工会議所 青年部会長 矢田裕光（やた ひろみつ）委員でございます。 
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矢田委員 

 

陶山主幹 

 

 

 

加村課長代理 

 

陶山主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢田と申します。よろしくお願いします。 

 

西日本旅客鉄道株式会社 山陰地域振興本部 副本部長 和田様でございま

すけれども、本日ご欠席ということでございまして、代理の加村課長代理 様

にご出席をいただいております。 

 

加村と言います。よろしくお願いします。 

 

なお、本日は、松江市医師会 会長 野津立秋（のづ たつあき）様につき

ましては、ご欠席の連絡を頂戴しておりますのでご報告をさせていただきます。 

 

なお、本検討委員会の委員の任期につきましては、平成31 年 3 月 31 日まで

でお願いをさせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

続きまして資料の確認に移らせていただきます。本日配布をさせていただい

ております資料につきましては、資料1として、左上を綴じております、「都市

計画マスタープランの構成（案）」という A3 の資料、資料 2 として「立地適正

化計画制度の概要」というA4のペーパー、資料3として、立地適正化計画の検

討体制というA4の一枚ものの資料、資料4として「松江市の現状資料データ」

になります。参考資料として、「現在の土地利用規制現況図」ということで、A3

の両面印刷の資料が１枚お配りしています。不足等ございましたら、事務局の

方にお申し付けいただければただちに配布をさせていただきます。 

なお本日の委員会は、概ね 1 時間から 1 時間半程度を予定しております。若

干長い時間かと思いますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

それでは議事に入らせていただくにあたりまして、まず本委員会の委員長の

選出を行わせていただきます。委員長の選出につきましては、松江市の方で定

めております要綱には「互選により定める」という形にしておりますが、事務

局の方から提案したいと思いますがいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（委員全員、異議なし。） 

 

ありがとうございます。 

それでは、ご賛同いただきましたので、事務局から提案をさせていただきた

いと思います。 

委員長につきましては、自身の研究で「住宅や店舗など様々な施設が、なぜ

そこに立地しているのか、さらにどのような立地が望ましいか」ということの

研究を深めていらっしゃいます、島根大学の菊池委員が適任ではないかと考え、
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菊池委員長 

 

 

 

 

 

陶山主幹 

 

 

 

菊池委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊池委員にお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（委員全員、異議なし。） 

 

ありがとうございます。皆様異議なしということでございますので、菊池委

員を委員長に選任させていただきたいと思います。それでは菊池委員、委員長

席の方に移っていただくようお願いします。 

進行につきまして、打ち合わせをさせていただきますのでしばらくお待ちく

ださい。 

 

お待たせいたしました。それでは菊池委員長より就任にあたりましてのご挨

拶を一言頂戴したいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

改めまして島根大学の菊池です。よろしくお願いします。松江市の方でこう

いったお仕事をさせていただくのは今回が初めてでございまして、あまり経験

がございません。松江市の方でご活躍されている皆様がいらっしゃる中で大変

僭越ではございますけれども、進行役ということで務めさせていただければと

思いますのでご協力のほどよろしくお願いします。 

 

どうもありがとうございました。 

それではこれより先の議事につきましては、菊池委員長にお願いしたいと思

いますのでよろしくお願いいたします。 

 

では本日の委員会の公開・非公開に関しまして確認させていただきます。本

日の委員会につきましては、松江市公開条例第30条に基づきまして原則公開を

することにしますが、よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

それでは公開とさせていただきます。 

続きまして、議事に入ります前に、副委員長の指名をさせていただきます。 

当委員会の要項第4条第2項で、「副委員長は、委員の中から委員長が指名す

る」とあります。 

副委員長は、淺田委員を指名させていただきたいと思いますが、淺田委員、

よろしいでしょうか。 

 

（淺田委員、異議なし） 
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藤原部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ではよろしくお願いします。 

それでは本日の議事に移ります。 

まず事務局を代表して、藤原歴史まちづくり部長からご挨拶をいただきたい

と思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

失礼いたします。ご紹介をいただきました歴史まちづくり部長の藤原と申し

ます。ご挨拶に入る前に、今日渡しました名刺の裏に、歴史まちづくり部とい

うところがどういう課を持っているのかというのを書かせていただいておりま

す。左側は都市計画を中心とするまちづくりの部署でございます。都市政策課、

交通政策課、建築指導課、建築基準法を所管しております。それから公園緑地

課ということで、右側は大局的に文化財行政の部門でございまして、まちづく

り文化財課、埋蔵文化財調査室、史料編纂課、松江城調査研究室、松江歴史館、

こういった非常に幅広い範囲を所管しているところでございます。 

こういった形で名刺の裏に書いておりますのは、名前を言っただけでは所管

している分野がわかりにくいということでございますので、こういう名刺を作

り説明をさせていただいております。いわゆる開発していく部門と、守ってい

く部門のバランスをとりながら、松江らしいまちづくりを進めていくというこ

とで平成26年にこの部ができたところでございます。この部の名前は全国的に

も稀というか、県庁所在都市でこの名前の部があるのはたぶん松江だけだと思

います。山口県に萩市という市がございますが、ここでいわゆる都市計画と文

化財行政を一体的に進める行政が行われておりますが、それに倣った形という

ことで、この部ができたということでございます。今回は、もちろんそういう

歴史文化を活かしたまちづくりを進めるということでございますが、現在策定

中の都市計画マスタープランに基づきまして、中心部のまちの在り方を議論す

るということで立地適正化計画検討委員会を設置いたしましてご議論をいただ

きたいということでございます。 

そうしますと冒頭に少しご挨拶をさせていただきます。まずもって、皆様公

私ともにお忙しい中、委員の就任をお引き受けいただきまして本当にありがと

うございます。本日は第一回目の会議ということで、立地適正化計画制度がど

ういう制度であるのか、なぜ松江市はこれを策定しようとしているのか、それ

から今後の進め方、また現在整理しております松江市の現状のデータをお示し

することを予定しています。 

ご承知のとおり、人口減少社会に我が国は入ったわけでございますが、松江

市はもう既に平成 17 年の国勢調査の段階から人口減少社会に突入しておりま

す。国では、平成26年の8月に都市再生特別措置法という法律の改正をいたし

まして、この法律の改正の主旨というのが、今まで国が一体的にまちづくりを
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コントロールしてきたけど、これからのまちづくりについては各自治体が持続

可能なまちづくりを自分で責任を持って考え取り組んでいきなさいというのが

主旨であると思っております。 

一方で、私どもは、平成20年の3月に、都市計画マスタープランを策定しま

して、この計画に基づいてまちづくりを進めてきたところですが、今年度末に

はこの計画の計画期間が終わります。従いまして、昨年度から、二年かけて都

市計画マスタープランの改定作業を進めているところでございます。この度の

改定では、都市計画マスタープランというより都市計画法という法律自体が、

人口が右肩上がりに伸びていく時代に、規制によって良好なまちづくりをして

いくという大きな流れがありましたが、先ほど申し上げましたように人口は着

実に減っているわけでございまして、人口が減少する社会でどういうプランに

していこうかというのが都市計画マスタープランの改定のポイントになると考

えております。 

都市計画審議会において議論したものをベースに、昨年は市民の皆様に広く

ご意見を頂戴するということで、すべての公民館区にでかけていきまして意見

交換をさせていただき、そこでいただきました課題の整理、それからそれをど

うやって解決していくのかというところを整理しているところでございます。

現在の都市計画審議会における議論の内容を申し上げますと、公共交通をまち

の骨格に位置づけまして、将来にわたって市民の移動を確保し、必要な生活サ

ービス機能を確保する「生活維持の中核」、それから若者の雇用の場を確保する

ための「雇用創出の中核」を配置しまして、それぞれが有機的に連携していく

都市構造を目指したまちづくりを進めるという議論をしているところでござい

ます。 

このようにまちづくりの大きな方針を都市計画マスタープランで定めなが

ら、今回特に都市計画区域内のいわゆる中核の部分が将来にわたって活気をも

って市民が様々な機能をそこで享受していけるようなまちづくりを進めたいと

いうことで、立地適正化計画を策定したいと考えています。事前にお手元に配

っております資料 4 は、今まで二年間にわたって求められたデータをまとめた

ものです。こういうものをお示ししながら議論をお願いすることになると思っ

ております。いずれにしても都市計画マスタープランは10年計画でございます

ので、将来にわたって松江のまちづくりを進めていくための非常に重要な議論

になると思っておりますので、平成30年度末までという大変長期間になります

が、市民のため、そして松江市のためになるような立地適正化計画ができます

ように一緒になってがんばっていきたいと思います。皆様方には大変ご苦労を

かけると思いますが、ぜひともご支援ご協力をいただきますようお願いいたし

まして、開会のご挨拶とさせていただきます。本日はよろしくお願いいたしま

す。 
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菊池委員長 

 

 

永田次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原部長ありがとうございました。それでは事務局の方から、本日のひとつ

めの議題、松江市都市計画マスタープランについての説明をお願いします。 

 

都市政策課長、歴史まちづくり部の次長をしております永田と申します。そ

れでは私の方から議題の一番目について説明をさせていただきたいと思いま

す。恐縮でありますが、着席して説明させていただきたいと思いますのでよろ

しくお願いいたします。 

先ほど部長が挨拶の中でも申し上げましたが、今後10年間の将来の松江市の

まちづくりの基本的な方針を今、都市計画マスタープランということで策定し

ている途中でございます。その内容につきまして説明を申し上げ、この後、立

地適正化計画について説明をさせていただき、委員の皆様にこの委員会の取組

内容につきましてご理解を賜りたいと考えておりますのでよろしくお願いいた

します。 

それでは、資料 1 の 4 ページを開いていただいて、先ほど将来のまちづくり

の姿ということで、こちらの方から説明しましたものを松江市の区域図の中で

示したのがこの 4 ページの二つの地図でございます。交通ネットワークに加え

「都市の中核」、「都市の中核周辺部」、「生活維持の中核」、「雇用創出の中核」

と都市活動と日常生活の核となる地域を４つにわけてございます。これは今現

在の松江市の姿を基本に、将来に向けて持続可能な地域を維持するためにどう

いうまちづくりをするのかということを図面上でお示しをしたものとご理解い

ただきたいと思います。 

交通ネットワークは、ここに書いてありますとおり、既存の交通ネットワー

クとして都市間の移動を可能とする広域連携軸や、中心部から放射状に伸びる

地域連携軸に加えて、街中の円滑移動を促進する内循環線、都市の中核の周辺

を走る外循環線を都市構造の骨格と位置づける。端的に申しますと、主要バス

路線、並びに鉄道網を都市の骨格、移動をするための大きな手段として公共交

通があるということでそれを都市の骨格として位置づけていこうということで

ございます。今現在の松江市の姿というのは、この骨格に基づきましてそれぞ

れの地域が結ばれているというのが実態であろうと思っております。 

そして、「都市の中核」というのは、JR松江駅、県庁や市役所などの行政機関、

大規模商業施設、高度医療機関が集積をしており観光客などが来訪する松江市

の中心的な地域、これが赤の円で囲んでおりますが、「都市の中核」という位置

づけをしております。そして「都市の中核周辺部」というのが、ちょっと小さ

くて見えづらいかもしれませんが、この赤の丸い円の周辺の地域を「都市の中

核周辺部」としております。これを取り巻くところで商業地や住宅地を中心と

したエリアということで考えております。 
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そして、もう一つ「生活維持の中核」がございますが、これは小中学校や鉄

道域の周辺区域500m圏や、バス路線や鉄道といった公共交通の幹線となる路線

をもとに居住や生活サービス機能の確保を図る地域、としてございます。これ

が黒い丸で、駅の周辺と小学校・中学校の周辺を囲んでおりまして、中心に三

角があるところが小学校・中学校の500m圏内、宍道湖の北側と南側にそれぞれ

一畑電鉄とJR、更には東出雲町の方に向けてJRが走っておりますが、中心が四

角で、丸で囲んであるのがそれら鉄道の駅ということでございます。これを「生

活維持の中核」としましたのは、今現在、既にそれらの施設、公共施設や駅が

あって一定の生活サービス機能が集中している地域、という位置づけをしてお

りますし、将来にわたって、それぞれの地域の駅の周辺とか小学校周辺が、生

活を維持するための一定のサービス機能等を有する地域であるという位置づけ

をしているものでございます。新たに何かを誘導する場合もあるかもしれませ

んが、既にそういうものが立地している所を活かしながら、将来に向けたまち

づくり、定住や雇用の確保に努めてまいりたいという考えでございます。 

それと、一番右側の「雇用創出の中核」というのは、右側の地図をご覧いた

だきたいと思います。雇用の中核の配置と標題をつけてございますが、これは

青の点線で丸く囲んでありますが、これが「雇用創出の中核」としてあります

のは、既存の工業団地と、市街地の中心部でございます。第一次産業は除いて

おりまして第二次産業・第三次産業の雇用ということで整理をさせていただい

ておりますが、既存の工業団地は雇用の中核であるし、市街地中心部と言われ

て色々な事業所が集中している所も雇用の中核であると。さらに、将来に向け

ての話でございますが、見えにくくて恐縮でございますが黄色の丸が四か所、

これは自動車専用道のインターチェンジ周辺を丸で囲んでおりまして、これが

将来に向けて雇用創出のための事業所等を立地させるべきポイントだというこ

とで、雇用創出の中核ということで新たに設定しております。これらを主要幹

線が繋いでおりますので、市内の第二次産業、第三次産業の雇用の中核という

のはこういうものだと。それと、生活維持の中核が重なって、松江市が将来に

向けて持続可能な都市として成長していかないといけないということで位置づ

けた、まちづくりの基本的な方針をお示しする図面でございます。 

それと、「雇用創出の中核」の配置ということでお示ししておりますものに、

ソフトビジネスパーク島根の辺り、赤い点が連なっていると思いますが、路線

確定はしておりませんがいわゆる北道路という道路でございます。将来はこの

道路も機能することになりますが、計画の当初の段階では未確定でございます

が、将来のまちづくりを考える時にはこういう道路についても予め計画の中に

盛り込んでおかなければならないということで整理をさせていただいたもので

ございます。これが、都市計画マスタープランの中で目指すべきまちの姿とし

て、持続可能な地域といわゆる都市機能の中心部である「都市の中核」という
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ものの考え方を簡単にお示ししたものでございます。 

最初に戻っていただきますと、資料 1 の 1 ページが計画としてお示しをする

際の構成案ということで、計画書の目次としてご覧いただきたいと思います。

全体構想が第１編でありまして、第２編では地域別構想を整理しているところ

でございます。 

続きまして2ページ目をお開きいただきたいと思います。これは構想内容で、

そこに至った考え方、基本的な考え方というのが、ページの右側に、都市ビジ

ョンとして示してございますが、基軸となる視点、基本理念を掲げてございま

す。これを整理しておりますので、再度ご確認をいただければと思いますが、

人口減少に対応した松江らしさを活かしたまちづくりを行うため以下の視点を

基本として取り組むということで三点ほど挙げてございます。基軸となる視点

は、公共交通をまちの骨格と位置付けたまちづくり、二点目が規制から誘導へ

の転換を進めるまちづくり、三点目が既存ストックの有効活用を進めるまちづ

くりでございます。この中でも特に公共交通の話ですとか、規制から誘導へと

いう部分は、先ほど部長の説明の中にもありましたが、更に今、人口規模が 20

万で、平成17年から減少に向かっているということでございますが、公共施設、

道路を含めまして既に都市基盤と言われるものはかなりのものが整備されてご

ざいます。これらを今後維持して有効に活用するということも必要な視点とい

うことで挙げております。その下が、それらを含めましてまちづくりの基本理

念を定めておりまして、その基本理念が「定住と交流による活力あるまちづく

り、選ばれるまち松江の創出」としてございます。市民が誇りと愛着を持てる

松江の地域資源を守り、活かしながらまちづくりを進め、市民はもとより、市

外から昼間に働きに来る人や学びに来る学生、更には観光客からも「選ばれる

松江」を創出をしていくということを基本理念と定めて提示してございます。 

3ページ目は、更に理念を実現していくためにどういうまちの姿を目指してい

くのかということを書いてございます。それらを達成するためには定住と交流

が推進されるまちの姿ということで、条件を５つ挙げています。市民が誇りと

愛着を持つ魅力ある地域資源があるまち、整備された都市基盤に必要な生活サ

ービスが配置されたまち、若者に魅力的な働く場や学ぶ場があるまち、観光客

やビジネス客をもてなすことができる機能が充足したまち、誰もが安心・安全

に暮らせるまち、という条件を満たしたまちを実現するために都市計画マスタ

ープランを策定するということで、具体的な基本方針として 5 つ挙げてござい

ます。 

まちづくりの基本方針を太字で書いてありますが、地域で若者が定住するた

めの住環境や生活サービス機能の確保、二点目が若者に魅力ある雇用の創出の

ための土地利用の推進、三点目が多世代が居住する循環型地域の形成の推進、

四点目がまちの骨格となる公共交通網へのアクセス手段の確保、五点目がまち



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊池委員長 

 

 

 

 

 

 

 

立原専門企画員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

づくりに必要不可欠な幹線道路の整備、としています。都市計画マスタープラ

ンは元々都市計画法に基づきまして、必要な都市施設等をどのように作るかと

いうことも念頭に置いて定める計画でございますが、主に松江市の土地利用の

観点から松江市の姿、将来の姿を描いて、それに向けて誘導していくという計

画になろうかと考えている所でございます。 

4ページは先ほど見ていただきましたが、5ページはそれぞれ分野別の都市計

画の方針ということで書いていますので、こちらの方はまたご一読をいただけ

ればと思います。土地利用、都市施設、安心・安全のまちづくりなどの観点か

ら整理しています。以上のような構成で都市計画マスタープランを現在改定中

でございます。この都市計画マスタープランの改定の議論をしているのが都市

計画審議会でございまして、その中で今年度末の改定を目標に今取り組んでい

るところでございます。以上で説明を終わらせていただきます。 

 

ありがとうございました。ただいま説明のありました都市計画マスタープラ

ンについて、質問等はございますでしょうか。 

 

よろしいでしょうか。では先に進んであとでまたまとめて質問の方にお答え

できればと思います。 

続きまして、議題の 2、3、4 につきまして、こちらも事務局の方から一括し

てご説明をお願いします。 

 

失礼します。立地適正化計画の策定業務を担当しております都市政策課の立

原と申します。本日はよろしくお願いいたします。説明の方、座って失礼いた

します。 

私の方から議事 2 の「立地適正化計画制度の概要」から議事 4 の「松江市の

現状」までを一括で説明させていただきます。 

まず議事2、立地適正化計画制度の概要について説明いたします。 

お手元の資料 2 の 1 ページをご覧ください。まず立地適正化計画制度が創設

された背景について少しお話をいたします。これまで多くの地方都市では人口

の増加に伴い郊外に向かって住宅地が整備され、これに合わせてスーパーマー

ケットなど生活に必要な機能の郊外立地も進んできました。しかしながら、今

後は人口減少と高齢化の進行が見込まれており、拡大した市街地のままで人口

減少が進んでいきますと、今まで一定の人口集積に支えられてきた医療やスー

パーなどの生活サービス機能が撤退して、身近でこれらのサービスを受ける事

が困難な状況に陥ることが懸念されています。さらには、市街地の拡大に合わ

せて整備してきました道路や下水道施設など、インフラの老朽化も進んでおり、

厳しい財政状況下での対応が求められています。そのため、これからは新たな
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宅地の整備による市街地の拡大はできるだけ抑制したうえで、既にある生活サ

ービス機能や交通機能を活かしつつ、その周辺の便利が良いところに住み続け

てもらう「コンパクトな都市構造」を目指すべきであるという議論が国の方で

もされてきました。コンパクトな都市構造と言いますと、一極集中というよう

な誤解を生む言葉でもありますが、これは決して一つのエリアに生活サービス

機能や居住を一極集中させるという意味ではなく、市町村合併の経緯でありま

すとか、市街地の成り立ちなどを踏まえて合併前の町村の中心部、あるいは主

要な鉄道駅やバス停の周辺など、拠点性の高いエリアにも居住や生活サービス

機能を誘導していくということ、そしてそれらをつなぐ公共交通を維持し、生

活サービス機能までのアクセスをよくしていく、そういうことを意味していま

す。国の方ではこういうまちの姿を一極ではなく、多極ネットワーク型コンパ

クトシティという言い方をしています。 

こうした背景を踏まえ、平成26年8月に都市再生特別措置法という法律が改

正され、住宅や生活に関連する施設の立地の適正化を図るための計画として市

町村が立地適正化計画を策定できるようになりました。現在 100 を超える市町

村でこの立地適正化計画が作成され公表されておりまして、他にもおよそ 240

程度の市町村で計画策定に向けた具体的な検討が進められています。 

少し前置きが長くなってしまいましたが、松江市におきましても人口減少、

少子高齢化が進んでおりまして、それに伴い市街地においても空き家や空き地、

駐車場などの低未利用な土地が増えていること、また高齢者の独居世帯ですと

か、高齢者のみの世帯、このような支援が必要な高齢者の増加など、人口減少

に伴う様々な問題が顕在化しています。そのため、人口減少に対応した持続可

能なまちづくりを進めて行く必要があると考えています。 

松江市では、先ほど説明しました現在改定中の都市計画マスタープランにお

いて、人口減少に対応したまちづくりを行うための主要な視点として、公共交

通網を、まちの骨格と位置づけたまちづくり、規制から誘導への転換、既存ス

トックの有効活用を進めるまちづくりの三点に整理しております。また、目指

すべき将来都市構造として、既存の鉄道や幹線となるバス路線などの公共交通

網を都市の骨格として位置づけるということ、次にそれぞれの地域において都

市活動や住民の日常生活の中心となるところ、具体的にはJR松江駅や殿町周辺

などの高次の都市機能が集積している所を「都市の中核」、その周辺部のスーパ

ーマーケットや診療所など生活サービス機能が一定程度集積している地域、小

学校・中学校、鉄道駅の周辺500mの圏域において生活サービス機能の維持を図

るところを「生活維持の中核」として位置づけまして、住民生活の利便性の維

持を図るエリアが連携する都市構造を構築しようとしています。このような都

市構造を実現することで、持続可能な公共交通の構築と、日常生活の核となる

地域の維持と形成を目指すこととしています。 
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1ページの方に、立地適正化計画のイメージ図としてアメーバのような図を載

せておりますけども、立地適正化計画は、目指すべき都市構造として、一定の

エリアで生活サービス機能を確保するとともに、その周辺や公共交通沿線など

の人口密度を維持することにより、人口減少が進む中でも生活サービス機能や

地域コミュニティを確保していくことを基本的な考え方としています。この考

え方は、松江市が都市計画マスタープランの中で目指す将来都市構造の形成に

向けた考え方と同じであると思っておりますし、将来都市構造の形成にあたっ

ては立地適正化計画制度を有効に活用できるものと認識しております。 

また、国の方でもこの計画の策定を強力に推し進めておりまして、交付金と

か補助金を配分する際にも立地適正化計画に適合したまちづくりの事業に重点

配分をしていこうという方針を打ち出しておりますので、今後松江市がまちづ

くりに関する事業の予算を確保するためには、この立地適正化計画の策定とい

うものが必須になると考えているところです。 

続きまして、資料 2 の 2 ページをご覧ください。立地適正化計画で定める事

項について説明いたします。 

まずは、計画の区域になります。立地適正化計画は、都市計画区域を対象に

策定します。この資料 2 の 1 ページのイメージ図と、お手元に参考資料として

土地利用規制の現況図と裏面に松江市の都市計画総括図を掲載した資料をお配

りしておりますのであわせてご覧ください。松江市には松江圏都市計画区域と

宍道都市計画区域の二つの都市計画区域がありますので、この二つの都市計画

区域を計画区域として立地適正化計画を策定していくことになります。 

次に基本的な方針でございます。これは居住や生活サービス機能の適正配置

に関する基本方針を定めるもので、現在改定作業を進めております都市計画マ

スタープランとの整合を図りながら今後整理していきたいと考えています。 

次に居住誘導区域でございます。1ページのイメージ図の青い部分になります

けども、これは生活サービス機能を持続的に確保していくためにその周りに居

住を誘導して将来にわたり人口密度を維持していくためのエリアになります。

これは地域の実情や市街地の成り立ちに応じて複数箇所設定することが可能に

なっています。松江圏都市計画区域では、色がついております旧松江市内、旧

玉湯町、旧東出雲町の市街化区域において、旧宍道町の一部に設定されており

ます宍道都市計画区域では、色がついております用途地域内、このエリアの中

でそれぞれ誘導区域を設定するエリアを検討していくことになります。あわせ

て、居住誘導区域内に居住を誘導していくために松江市が行う具体的な事業や

施策について、計画に記載していくことになります。 

次に都市機能誘導区域でございます。イメージ図の赤い部分になります。こ

れは生活サービスを身近でスムーズに利用できるよう、生活サービス機能を維

持する、あるいは誘導するエリアになっておりまして、基本は居住誘導区域の
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中に設定することになります。これも居住誘導区域と同じく複数箇所設定する

ことが可能でございまして、市街化区域内と用途地域内で誘導区域に設定する

エリアを検討していくことになります。都市機能誘導区域では区域の設定に合

わせて区域ごとにその区域の中で立地を維持したい機能、あるいは新たに立地

させたい機能の種類と規模を、例えば内科・外科・小児科のいずれかを診療科

目とする診療所というように、誘導施設として設定することになります。あわ

せて立地を誘導していくために松江市が行う事業や施策を計画の中に記載する

ことになります。先ほど都市計画マスタープランにおいて、繰り返しになりま

すけれども居住や生活サービス機能の確保を図っていくエリアとなる「都市の

中核」や「都市の中核周辺部」、「生活維持の中核」を設定するとお話しいたし

ました。立地適正化計画では、この「都市の中核」と「都市の中核周辺部」が

メインターゲットになってくると思いますけども、市街化区域と用途地域にお

いて居住や生活サービス機能の確保を図るエリアをより具体的に設定する、都

市計画マスタープランの詳細版という形で、マスタープランの改定から一年遅

れで各誘導区域の検討を進めていくことになろうかと思います。 

続きまして、資料 2 の 3 ページをご覧ください。立地適正化計画における届

出制度について説明いたします。立地適正化計画を作成して公表しますと計画

区域、つまり都市計画区域の中であって居住誘導区域や都市機能誘導区域から

外れるエリアでは、一定規模以上の開発行為や建築行為を行う場合に市町村へ

の届出が義務付けられるようになります。それぞれの誘導区域の外で届出の対

象となる開発行為の規模や建築行為の規模については資料をご一読いただけれ

ばと思いますけども、この届出制度は、居住誘導区域の外における住宅開発や、

誘導区域の外における誘導施設の整備についての民間事業者動きを事前に把握

し、誘導区域内への居住や都市機能の誘導に支障が生じる可能性がある場合に

調整の機会を確保するためのものですので、誘導区域外でのこうした開発行為

や建築行為が一切禁止されるという強い規制が生じるものではないということ

をご理解いただければと思います。 

 

続きまして議事の 3、「計画策定の進め方」について説明いたします。資料 3

をご覧ください。松江市における立地適正化計画の策定に向けた検討体制とス

ケジュールになります。まず検討体制についてですが、市役所内部においては、

資料の左上になります。都市政策課を事務局に、公共交通をはじめ中心市街地

活性化、医療・福祉、子育て、防災などまちづくりに関わる分野を所管する、

企業局も含めた関係23課からなる庁内検討会議を立ち上げておりまして、先月

の28日に第1回目の会議を開催したところです。関係課ではそれぞれ所管する

分野において施設の整備計画や事業計画を策定しています。立地適正化計画は、

住宅や買い物、医療・福祉、保育所、学校など生活に密接にかかわる機能に個
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別に着目しまして、それらのサービスが身近でスムーズに利用できるよう適正

な配置を図っていくための計画になりますので、計画の策定にあたっては関係

課の様々な計画との整合を図る必要がありますし、居住誘導区域と都市機能誘

導区域、このふたつの区域を計画の中で決めるだけではなく、区域内に居住や

都市機能を誘導するための有効な施策を関係課と調整しながら講じていく必要

がありますので、情報共有と施策連携の場ということで庁内検討会議を立ち上

げたところです。 

資料の右側になりますが、専門的な知見をお持ちの方や多様な関係団体から

広く意見を伺いながら計画を作る必要があること、また立地適正化計画は、現

在、都市計画審議会において改定の議論を進めていただいております、都市計

画マスタープランの市街地における詳細版として位置づけられる計画になりま

すので、この都市計画審議会の中に専門委員会として、本日開催しました立地

適正化計画検討委員会を設置しまして委員の皆様から意見を伺いながら計画の

策定を進めることとしたところです。都市計画審議会本体の役割についてです

けども、立地適正化計画制度が規定されている都市再生特別措置法において、

市町村が立地適正化計画を作ろうとするときは都市計画審議会の意見を聞かな

ければならないと定められていますので、この委員会で議論していただいて整

理した内容については、その都度、都市計画審議会に報告して承認をいただく

ことになりますし、この計画は一度作って終わりというものではございません

ので、計画が作成・公表されて実行段階に移ると、市町村は概ね 5 年ごとに計

画の成果について分析や評価をして、その結果を都市計画審議会に報告して、

意見をいただきながら計画の必要な見直しを行うと定められています。 

次に検討のスケジュールですけども、平成30年度末の計画の公表を目指して

検討を進めて行きたいと考えています。検討委員会は概ね 3 か月に一回程度の

頻度で開催し、計画の内容について逐次説明をさせていただきながら、またご

意見を伺いながら、策定を進めたいと考えておりますので引き続きよろしくお

願いいたします。 

 

続きまして、議事 4 の「松江市の現状」について説明いたします。資料 4 を

ご覧ください。現在、松江市の現状や課題を整理するために様々なデータの収

集や分析をしているところで、この資料はその一部としてご覧になって頂けれ

ばと思います。ページ数が多くなっておりますのでポイントを絞って説明させ

ていただきます。 

1ページをご覧ください。これは、人口減少と高齢化について国勢調査を基に

した松江市の人口の推移と、国の機関であります国立社会保障・人口問題研究

所の推計に基づいた平成32年以降の人口推計を表したグラフになります。松江

市の人口は平成 12 年をピークに減少が続いています。平成 32 年以降の推計で
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は、平成72 年に人口が約13 万人まで減少し、高齢化率も4割を超えると見込

まれています。14歳未満の年少人口は、逆に減少することが見込まれています。 

2 ページをご覧ください。年齢別、男女別の人口になります。これは平成 27

年度の国勢調査の結果を人口ピラミッドにしたものになります。人口ピラミッ

ドの中の青い点線で書いてある部分、これが平成17年の国勢調査の人口ピラミ

ッドになります。平成17年から平成27年の10年間で特に20歳から30歳の人

口が減少しています。また、赤い線が平成37年の人口推計に基づく人口ピラミ

ッドになりますが、男女ともに 70 歳以上人口が増加し、一方で働き盛りの 30

歳から44歳の人口が減少することが見込まれています。 

続きまして3ページをご覧ください。こちらも平成27年度の国勢調査の結果

を基に人口分布を地図上に表したものになります。旧市街地を中心に、人口密

度が1haあたり40人以上の人口集積地、オレンジ色の部分になりますけども、

人口集積地が分布しています。また、旧町村のエリアにおいても小規模ながら

人口密度が1haあたり40人を超える人口集積地が存在しています。 

4 ページは、人口集中地区の推移になります。この人口集中地区は、昭和 35

年の国勢調査から使用されている統計上の地区になります。人口集中地区の詳

細な定義については資料をご一読いただければと思います。人口集中地区の面

積は昭和35 年から平成27 年にかけて約4倍に拡大しており、その間、人口密

度は1haあたり103人から半減しています。昭和55年以降は、人口集中地区の

人口密度は概ね横ばいで推移しています。 

続きまして5ページ、6ページをご覧ください。こちらは、市街地における平

成17年から平成27年の10年間の世帯数の推移と人口の推移を表した資料にな

ります。世帯数は、まちなかでも特に白潟本町や魚町、和多見町など減少が著

しい地区があります。一方で、西茶町や御手船場町などではマンションの立地

や住宅の建設によって世帯数が増加している地区も見られます。人口もほぼ同

じように推移していますが、灘町や母衣町など、世帯数が 5%以上増加していな

がら人口は 5%以上減少している地区もありまして、どういった原因でそうなっ

ているのか今後詳しく調べていく必要があると思っています。 

続きまして 7 ページになります。こちらはマンションの立地状況を地図上に

表したものになります。市街地内には10階を超えるマンションが多く立地して

おりますけども、古い町並みが残る北堀町や雑賀町では道路が狭い、あるいは

まとまった土地の確保が難しいことから市街地内であってもマンションの立地

が進んでいない地区もあります。 

8ページをご覧ください。市街地における土地の低未利用化ということで殿町

地区における駐車場面積の推移について資料を作成しております。西は県民会

館から東側は日赤の東側の米子川までのエリアの平成 17 年と平成 29 年とを比

較した際の駐車場面積の変化になります。青い部分が駐車場です。駐車場の面
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積は、1.4ha増加し約1.5倍の面積になっておりまして、低未利用な土地が増加

していることがわかります。 

9ページに進みまして、公民館単位の空き家数になります。正確な数字の資料

がないのですが、昨年度「松江市空家等対策計画」を策定しておりまして、策

定にあたり、平成28年度に市内にある水道の閉栓が3年以上継続している状態

の建築物、1,102 件を調査した結果、73.6%にあたる811 件の建築物で空き家の

可能性があるという判定がされています。一方で、平成26年に町内会・自治会

連合会から報告をいただいた公民館区単位の空き家数は、2,783件となっており

ます。 

続きまして10ページ、高齢者のみの世帯数の推移になります。高齢者のみの

世帯は年々増加しておりまして、平成29 年 3 月 31 日現在の最新の数字では、

24,400 世帯が高齢独居世帯、あるいは高齢者のみの世帯ということで、年々増

加している状況にあります。町丁目別で見ますと、雑賀町、西川津町、東津田

町、山代町などで高齢者のみの世帯が多くなっています。 

11ページ、12ページは、近年の建築確認申請の動向と開発行為の動向を表し

た資料になります。11 ページ左側は、戸建て住宅の建築確認申請の数を表して

います。戸建て住宅の場合は、西川津町、国屋町、東津田町など市街地中心部

よりもその周辺のエリアでの建築確認申請の件数が多くなっています。共同住

宅の場合は、右側になりますけども、こちらについても同じく西川津町、東津

田町などどちらかというと市街地の周辺部で多い状況が伺えます。開発行為に

ついても、地域別の開発面積、開発件数を見ますと、川津、持田、朝酌地区や

法吉・生馬地区、東津田町など市街地の周辺部で多くなっています。 

13ページ、14ページは、経済センサスに基づく事業所数や、産業別の従業者

数の推移になります。事業所数は、平成21年から約4％減少しておりまして、

平成 26 年で 10,692 事業所となっています。年間商品販売額については、近年

減少傾向にありましたが、平成24年から平成26年の間では増加しております。 

14 ページは、産業別従業者数になります。松江市における産業別の従業者数

で最も多いのは、卸売業・小売業で、次いで医療・福祉、宿泊・飲食サービス

業の順となっています。近年では医療・福祉の従業者数が増加しています。 

15ページ、16ページは、路線バスや鉄道の利用者数の推移になります。平成

28 年度の路線バスの利用者数は、454 万人となっておりまして、平成元年以降

大きく減少しておりますが、近年は横ばいとなっています。 

16ページは、鉄道の利用状況と自動車分担率になります。JRと一畑電鉄の各

駅の利用者数をグラフで表しています。JRの利用者数は、平成20年以降横ばい

となっていますし、一畑電鉄の利用者数も横ばいで推移しています。16 ページ

の下の方、松江市における自動車分担率は、約70%となっており、地方都市圏の

平均に比べて高く、自動車への依存度が高くなっているということが伺えます。 
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17 ページ、 18 ページは、公共交通の現状ということで、鉄道駅や、運行頻

度が片道で一日30本以上あるバス路線のバス停といった、公共交通の利便性が

高い地域に人口がどのように集積しているのかを表した資料になります。17 ペ

ージが、鉄道駅の半径 800m 圏内、運行頻度が片道で一日 30 本以上のバス停の

半径300m圏内といった交通利便性の高い地域にどれだけ人口があるのかを表し

た資料になっておりまして、松江市の人口206,000人に対して57%にあたる11.8

万人が居住しています。 

18ページの方は、鉄道駅の800m圏内と運行頻度が片道で一日30本以上のバ

ス停に加えて、現在、都市計画マスタープランにおいて、骨格として位置づけ

ようとしているバス路線のバス停から300m圏内を加えたものになります。加え

た部分が緑色で表示している部分になります。これを加えますと利便性の高い

公共交通の周辺に住む人口は、およそ14.5万人まで増えまして、全市の人口の

71%になります。 

19ページから21ページは、市街地における医療施設、高齢者福祉施設、商業

施設の立地状況を表した資料になります。 

19 ページの医療施設は、医療施設の内、診療科目として内科、小児科及び外

科がある病院・診療所をプロットしたものになります。徒歩圏を施設から半径

800m 圏内で表しておりますけども、市街地を中心に医療施設は充足しておりま

して、徒歩圏人口カバー率は市域全体で82%、旧市街地及び市街地周辺部におい

ては90%以上という高い数字になっています。 

20 ページは、高齢者福祉施設になります。こちらは、高齢者福祉施設の内、

通所介護、通所リハビリテーション、地域密着型通所介護施設といった通所型

の高齢者福祉施設をプロットしたものになります。こちらも市街地を中心に充

足しており、徒歩圏人口カバー率は、市域全体で78%、旧市街地やその周辺の津

田・古志原地域では 100%、法吉・生馬、湖東地区でも 90%以上と高い数字にな

っています。 

21 ページは、商業施設になります。こちらは、コンビニを含まない、食品系

の大規模小売店舗として生鮮食品を扱うスーパーをプロットしたものになりま

す。商業施設についても、市街地内を中心に充足しておりまして、徒歩圏人口

カバー率は、市域全体で 67%、旧市街地部分、津田・古志原地域では 100%、湖

南地域で80%以上と高い数字になっています。 

22 ページは、土砂災害警戒区域を表した資料になります。土砂災害警戒区域

に人口メッシュを重ね合わせています。市街地内の人口集積地においても土砂

災害警戒区域が指定されている箇所があり、災害リスクの高いエリアに隣接し

て人がお住まいになっている現状が伺えます。 

23 ページは、浸水想定区域になります。大橋川、佐陀川、意宇川と法吉地区

にあります中川の流域周辺に浸水想定区域が指定されています。市の中心部は、
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ほぼ浸水想定区域に入っていますけども、現在、大橋川の改修事業が進められ

ており、事業の効果を考慮に入れながら、市街地の中で居住を誘導する区域を

検討していくことになると思います。 

早口で恐縮でございますが、現状データについて説明をいたしました。また、

今後課題の整理でありますとか、将来見通しを整理していく中で、こういった

視点が足りないのではないかとか、こういったデータがもう少し必要ではない

かというご意見を、この会議の中でもいただいて、必要なデータを集めて課題

の整理につなげていきたいと考えております。以上で、議事 2 から議事 4 まで

の説明を終わります。ありがとうございました。 

 

ご説明ありがとうございました。ただいま事務局からご説明がありました、

議題2、3、4につきまして、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

 

全体を通してよろしいですか。不勉強なもので教えていただきたいのですが。

都市マスタープランの計画区域は松江市全体、立地適正化計画の計画区域はこ

れから定めていくのでしょうか。 

 

法律上、立地適正化計画の対象区域は、都市計画区域の中と定められていま

す。その中で二つの誘導区域を設定できるのは、市街化区域の中、線引きのな

い宍道都市計画区域においては、用途地域の中になります。 

 

これは、中心市街地を再度活性化するような恰好に誘導して、市もお金がな

いので、広がったまちを維持していくのは難しいという視点だと思います。よ

く言われるのが、郊外の過疎化も問題となっている中で、郊外に住んでいる方

からの不満はでないのですか？ 

 

都市マスタープランの説明をさせていただきましたが、中核を図に示して、

丸がいろいろな所にあると、そこだけに焦点が当たって、それ以外のところは

どうなるのかとか、市街化区域の中はどうなっていくのかとみなさん思われま

すし、居住誘導区域とか都市機能誘導区域とか、誘導する区域という言葉づか

いをすると、それ以外は切り捨てられるのではないかと思われるかもしれませ

んが、将来にわたって地域に住み続けるために、全ての地域に全ての生活サー

ビス機能が立地することは不可能ですので、少なくとも今住んでおられる身の

回りのことを考えていただいて、例えば私は郊外に住んでいますが、内科の病

院は地元にあるのでそちらに行きますが、外科だとまちなかに行って診療を受

ける、そういうエリアが公共交通機関で結ばれておりますので、それぞれ既存

の施設があるところはそれが維持できるように、一方で中心部というのは総合
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病院などの高次の都市機能がしっかりと残るような形でその機能が果たせるよ

うなまちづくりをしたいと考えています。一方で人口が減っていきますから、

人口が減る中でもそういう都市機能とか公共交通をしっかりと維持すること

で、日常生活が成り立つようなまちづくりをしたいと考えています。特に市街

地中心部においては、商業施設、診療所、福祉施設が多数立地していますので、

こういう施設を維持していくことを前提にまちづくりをしないと、郊外部を切

り捨てるのではなく、維持する状態を、表現的にはよくないが、拡大とか拡散

という言葉を使えないと思いますので、そういうまちづくりをするなかで、若

い人たちも住みやすくなって、人口を維持もしくは人口を増やしていきたいと

いう考えであり、決して郊外部を切り捨てるという考えではございません。 

 

もう一点すみません。私ども交通事業者の中で、公共交通網の計画がありま

すけども、それとの連携を図っていきながら。今後策定される地域公共交通再

編実施計画とも連携を図っていきながら立地適正化計画の策定を進める考えで

すか。 

 

そうです。 

 

一つ確認をさせて下さい。緩和区域の扱いを方向性としてどう考えているか

確認させていただきたいのですけども。質問の意図としては、誘導エリアを決

めることで線引きを見直すような、要は逆から考えてみるようなこともありえ

るかと。市街化調整区域内の緩和区域を誘導区域に入れるかどうかというと、

場合によって線引きはどうするかということになるかどうか。どうしても最初

から調整区域は外す、もうそこは崩さないのかどうかという所で。 

 

お手元の参考資料「現在の土地利用規制現況図」をご覧ください。これが現

在の松江市の土地利用の区分けをした図面になっております。さきほど都市計

画マスタープランは市域全体を対象としていることを申し上げました。規制が

かかっているのが、都市計画区域で、裏の図面と連動しておりますが、北の方

に一本太い線が入っておりまして、南の方にも同様に線が入ってございますが、

この中が都市計画区域でございます。その中の赤いところが、先ほどから申し

上げております立地適正化区域の対象となる市街化区域、そして宍道の方にも

若干色が濃いところがありますが用途地域ですので、立地適正化計画の対象区

域でございます。市の中心部の赤いところの近辺に、青色や黄色、緑色のエリ

アが見えると思いますが、この赤い所以外が市街化調整区域といいまして建物

の開発規制等がかかっている部分になっております。この部分は規制が緩和さ

れるということで、緩和区域と言っております。ただ緩和区域は市街化調整区
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域の中にあるため、立地適正化計画の誘導区域に調整区域を含めるということ

は現在想定しておりません。あくまで市街化区域と用途地域の中で整理をした

いと思っております。 

 

他にございますか。 

 

ちょっと教えてほしいのですけども。都市計画マスタープランというのは今

年度末までに策定をされる、と。それと、立地適正化計画との関係ですけども、

途中で整合性を図るといっておりましたけども、要は大きなプランについては

今年度末までに策定をされて、今回の立地適正化計画で定める誘導区域ですと

か、そういう概念が入ったプランでないと都市計画マスタープランはできない

のではないかという気がするのですけど、そこの関係はどうでしょうか。 

 

おっしゃることはごもっともで、松江市の都市計画マスタープランの中に、

立地適正化計画が含まれているのがわかりやすくていいと思いますが、着手を

した年時が若干違うのと、根拠法令が違うということで、行政側の勝手な言い

分で申し訳ないのですが、都市計画マスタープランでは市域全体の話をさせて

いただいて、その中で市の中心部は大事なエリアであるという整理をさせてい

ただいて、大事なエリアについてはさらに時間をかけて、今回の立地適正化計

画で具体的に積み上げていきますという言い方になると思います。それで、で

きたものは若干違いますが、二つの計画をまとめて松江市の将来のまちづくり

に向けた基本的な方針であるという言い方になると思います。 

 

この立地適正化計画を見るとですね、目標年次とか計画年次はどうなってい

るのか。それらを一年かけて議論して最終的な成果物として、いわゆる地域指

定をして、ここがこういうエリアですということが成果物になるのでしょうか。

全体像が見えにくいと思ってのご質問でございます。 

 

言われるように、二つの誘導区域をお示ししたものが成果物の一つになろう

かと思います。合わせて、その誘導区域の中で松江市としてどのような施策を

講じて居住や都市機能の誘導を図っていくのかを計画の中で整理していくこと

になります。計画案を公表する前に関係団体へのヒアリングやパブリックコメ

ントを通じて、広く意見を反映させた形で計画の公表をさせていただこうと考

えております。目標年次としては、内部でまだ議論をしているところですが、

都市計画マスタープランの目標年次が今後10年の計画となっております。それ

と整合をとる形であれば立地適正化計画も10年の計画になろうかと思います。 
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良くわかりました。ありがとうございます。 

 

一点、私もまだ不勉強でございますけども、他の自治体の適正化計画も大体

10年ぐらいの計画期間ですか。 

 

いろいろ他自治体の計画を拝見しておりますけども、10 年のところもあれば

20 年、大体それくらいの中長期的な期間での計画となっています。ただ必要な

見直しを随時行っていくことが国の指針にも定められていますので、やはり 5

年を目途に見直しを行うと明記している計画が多いです。 

 

商工会議所青年部で、今、経済策というか広域連携に力を入れておりまして、

五市長会の中で、わかりやすいところで観光からやっているのですが、流通と

か教育とかいろんな可能性を探っております。たぶん、都市計画マスタープラ

ンの方でもそういった内容とか、若者の雇用創出とか生産年齢人口にとって魅

力的な地域ということになると、そういった視点も盛り込まれてくると思うの

で、資料は、この地域のこの地区の中でどうしようかという話になっているの

ですが、古瀬会頭から、言われているところがあって、それぞれ別々に進むの

ではなくて同じ計画・施策の中でも、そういう部分に触れるような視点がある

と、よりリアリティがある計画になるのではないのかという所が一つ。もう一

つは、実際若者に魅力がある地域という所で、普段から若い連中と話をしてい

ると、社会資源のストック、空き家などについてアイデアを持っている連中は

沢山います。具体的にいうと、外国人が訪れるようになったから、ちょっと大

きくして民泊ができる施設にしてみたい、というようなことを言っても、基準

が基本的に厳しい。今、建築基準法も改正しようと、今年度から動いているよ

うですけども、地域で事情が違うので、条例で地域をどうしたらいいかという

ような緩和制度といいますか誘導策があると、いろいろな可能性がでてくるの

ではないかと、これは本業が建築の設計なので、そういう視点から感じました。 

 

ありがとうございました。広域的な視点というのは重要であると事務局の方

でも考えてございます。定住と交流ということで、地域が将来にわたって持続

していくことが必要と基本理念のところで申し上げましたが、交流というのは

何も観光客ばかりではなくて、他自治体との行き来というところもありますの

で、そういう視点は非常に重要だと考えております。方針の中でもそれを可能

にするのが、必要不可欠な幹線道路の整備であるとか都市境を超えた連携にな

ってくると思いますので、この都市計画マスタープランの中でどこまで見るか

というところがありますけども、その視点は非常に重要で、貴重なご意見をい

ただいたと思っております。それから、魅力のある地域というのは一つにはチ
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ャレンジできる土壌があって、その実現に向けて可能となるような制度がある

のも一つだろうと思っておりまして、民泊といいますか空き家活用といいます

か、空き家というのはまちなかでも周辺部でも発生しております。いろいろな

ところでいろいろなことができるように、法律等で規制のあるところを市にお

ける都市マスタープランの議論の中では、それが誘導策に変わるような緩和措

置や、立地基準の見直しをすることも今検討しております。具体的にこうだと

いうことは申し上げられない部分もありますけども、都市計画マスタープラン

の中で合わせて議論をしておりますので、この計画と合わせた形で、市の取り

組みとして整理をしてまいりたいと思っています。また、その詳細と手続きの

進捗について、この委員会でもご報告をさせていただければと思っております。 

 

何回も同じことを聞いて申し訳ないのですけども、あくまでも立地適正化計

画は赤い所が対象区域ということですね。それ以外に区域を追加するところは

ないということで。今回の立地適正化計画区域に入るということは、それなり

に補助メニューがついてくるけども、そこ以外のところは補助メニューはつか

ない、例えば部長はご存じだと思いますけども、東松江駅のほうは当社でも目

論見をもっているところがあるのですけども、今回この図面を見る限りは立地

適正化計画の区域ではないということでいいですか。 

 

東松江駅の周辺は市街化区域ですので、立地適正化計画に基づく誘導区域の

設定の対象エリアに入っています。 

 

駅より北はなっておりますが、南は全部農用地区域ですね。ですから、ここ

をもし開発しようということになりますと、それは別施策で考えていく形にな

りますね。 

 

そうですね。立地適正化計画の策定に基づく補助メニューを使えるわけでは

ない、ということですね。 

 

わかりました。ありがとうございます。それともう一点、市の最初の説明資

料の中で、人口が減少していく中で、限られた人口をどう活用していくか、ど

う配置をしていくかが主な計画の内容だと思うのですが、逆に人口減少に歯止

めをかけるという考えであれば、例えば鳥取県では県立ハローワークを東京や

大阪に作っておりまして、一度転出した人が I、J、U ターンでどんどん帰って

くるという話も聞いております。これも人口減少をある程度抑えられると、も

う少し別の視点も考えられるのではないかということでどうでしょうか、とい

うところです。 
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ありがとうございました。確かに、人口のデータは、国勢調査の結果をもっ

て、直近の推計値を算出しておりますので、減少傾向のときには減少傾向しか

でないのですけども、市では総合計画でも人口対策を最大の取り組みとしてお

りますので、特に自然増といわれる出生数を増やすということと、社会増とい

われる転入者を増やすということに取組んでいます。都市計画マスタープラン

では、その下支えとなる、いわゆる住の部分や雇用機能の立地、言い方が難し

いですが、企業が立地できるような土地のエリアを定めるとか、U,Iターンもし

くは若者が生まれ育った地域に帰れるよう既存ストックを活かすため、いろん

な規制を撤廃しましょう、撤廃というと語弊がありますので、見直しましょう

という取り組みを、私どもは担当していると思っています。具体的な取り組み

は産業経済部とか、いろいろなことをやっておりますが、私たちは主に土地利

用を含んだところで、計画を作ってまいりたいと思っています。 

 

私の方から資料に関して、一点お伺いしておきたいのが、そういう誘導区域

を設定していくに当たって、そもそも事業者の方が事業を行いたいとか、ある

いはそこに住みたいといった場所はどこなのか、現状でどういう所が好まれて

いるかということに触れておくことが望ましい気がしています。現状資料の方

でも建築申請とか、人口が増加しているとか、開発行為とか調べてもらってい

るのですけども、この他にも例えば店舗の新規出店動向ですとか、不動産の取

引動向とか、過去10年、20年なりで立地として好まれていたような場所がある

かということが含まれると、区域の議論が進めやすいのかなという感じを持ち

ました。質問というか感想ですけども。 

 

ありがとうございます。そういった視点での資料の整理もやっていきたいと

思っております。 

 

他に質問等ございませんでしょうか、それでは他に質問等ないようですので、

進行を事務局にお返ししたいと思います。よろしくお願いします。 

 

菊池委員長、どうもありがとうございました。それではその他事項というこ

とになりますが、本日、資料 3 の方で、策定スケジュールをお示ししました。

次回、第2回は、2月中旬頃を予定しております。それに向けて、本日頂きまし

た、こういった視点での資料がもう少しあった方がいいとか、お帰りになられ

てからお気づきになる点もあろうかと思います。ぜひとも事務局に、次回に向

けてデータ分析が必要な事項、また判断材料として必要な事項がございました

らお申し付けいただければと思いますのでよろしくお願いします。 
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これで本日予定をしておりました議事がすべて終了しました。これにて第 1

回立地適正化計画検討委員会を閉会させていただきます。今後とも活発なご議

論をお願い致しまして終了のあいさつとさせていただきます。どうもありがと

うございました。 

 


